
【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成25年８月８日

【四半期会計期間】 第59期第１四半期(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

【会社名】 グローブライド株式会社

【英訳名】 GLOBERIDE, Inc.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  岸  明 彦

【本店の所在の場所】 東京都東久留米市前沢３丁目14番16号

【電話番号】 042─475─2115

【事務連絡者氏名】 経理部長  谷 口 央 樹

【最寄りの連絡場所】 東京都東久留米市前沢３丁目14番16号

【電話番号】 042─475─2115

【事務連絡者氏名】 経理部長  谷 口 央 樹

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

　 (東京都中央区日本橋兜町２番１号)

　

EDINET提出書類

グローブライド株式会社(E02382)

四半期報告書

 1/13



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次

第58期

第１四半期

連結累計期間

第59期

第１四半期

連結累計期間

第58期

会計期間
自　平成24年４月１日

至　平成24年６月30日

自　平成25年４月１日

至　平成25年６月30日

自　平成24年４月１日

至　平成25年３月31日

売上高 （百万円） 15,896 17,094 59,460

経常利益 （百万円） 1,329 1,062 2,446

四半期（当期）純利益 （百万円） 1,068 520 1,992

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,476 1,254 3,824

純資産額 （百万円） 6,796 10,288 9,120

総資産額 （百万円） 50,273 54,942 52,917

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 9.29 4.53 17.33

潜在株式調整後
１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 13.5 18.7 17.2

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して
おりません。

２　売上高には、消費税等を含んでおりません。
３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、各期とも潜在株式がないため、記載しており
ません。

　

２ 【事業の内容】
当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれてい
る事業の内容について、重要な変更はありません。
また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】
当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項
のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に
記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。
なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】
当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断した
ものであります。
なお、下記の本文中の掲載金額には消費税等は含まれておりません。
(1)　業績の状況

当第１四半期連結累計期間における国内外の経済は、米国において底堅さが見られ始めたものの、欧州
における財政問題の長期化や中国等の新興国の成長鈍化等により、世界経済全体として先行きが不透明
な状況が続いております。国内においては、金融緩和等の景気回復政策への期待感から、円安や株高等を
背景に景況感が改善しつつありますが、実体経済は依然として楽観できない状況にあります。
当社グループの属するスポーツ・レジャー用品等の業界も、消費マインドの回復までには至っておら
ず、引き続き厳しい状況が続いております。 
このような市場環境の中で、当社グループは、成長路線への復帰をより確かなものとするために、魅力
ある新製品の投入やマーケティング力の強化に注力してまいりました結果、当第１四半期連結累計期間
においては、連結売上高は170億９千４百万円（前年同四半期比7.5％増）と増収になりました。一方利益
面では、円安の進行による輸入コストの上昇や売上増大を図るための積極的な販売促進活動を行ったこ
と等により、営業利益は12億１百万円（前年同四半期比20.9％減）、経常利益は10億６千２百万円（前年
同四半期比20.1％減）となりました。また四半期純利益につきましても、税金費用が増加したため、５億
２千万円（前年同四半期比51.3％減）となりました。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。なお、セグメント区分の売上高はセグメント間の
内部売上高及び振替高を含んでおります。
①日本
国内経済は、景気回復策への期待感から円安や株高を背景に景況感が改善しつつありますが、個人消費
の本格的な回復までには至らず、厳しい状況が続きました。このような状況の中、市場ニーズに合った新
製品を投入し拡販活動を強力に推進しました結果、売上高は141億５千２百万円（前年同四半期比5.8％
増）、セグメント利益は14億９千６百万円（前年同四半期比12.3％減）となりました。
②米州
米州経済は、緩やかに回復しているものの、個人消費は不安定な状況が続いております。このような中、
市場にマッチした製品の投入と積極的なマーケティング活動を展開しました結果、売上高は７億６千３
百万円（前年同四半期比8.0％増）、セグメント利益は３千２百万円（前年同四半期比34.7％増）となり
ました。
③欧州
欧州経済は、財政問題の長期化により不安定な状況から、個人消費の低迷が続いております。このよう
な市場環境の中で、積極的な拡販に注力した結果、売上高は19億６千２百万円（前年同四半期比14.3％
増）、セグメント利益は１億９千７百万円（前年同四半期比23.3％増）となりました。
④アジア・オセアニア
アジア・オセアニア経済は、景気拡大のテンポが緩やかな状態が続いており、個人消費の伸びも低下傾
向が続いております。このような状況の中、積極的な営業活動を行い、また、ダイワ・スポーツ（広州）
Co.,リミテッドを連結子会社に加えたこともあり、売上高は25億８百万円（前年同四半期比19.7％増）、
セグメント損失は６千１百万円（前年同四半期は９千１百万円のセグメント利益）となりました。

　

(2)　事業上及び財務上の対処すべき課題
当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更
及び新たに生じた課題はありません。

　

(3)　研究開発活動
当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は２億７千２百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】
(1) 【株式の総数等】
① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 293,366,000

計 293,366,000
　

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年８月８日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 120,000,000 120,000,000
東京証券取引所
（市場第一部）

  単元株式数は
  1,000株であります。

計 120,000,000 120,000,000 － －
　

(2) 【新株予約権等の状況】
該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】
該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】
該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年６月30日 ─ 120,000,000─ 4,184 ─ ─
　

(6) 【大株主の状況】
当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】
当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。
　

① 【発行済株式】
平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 　

－ －
普通株式 4,989,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 113,991,000113,991 －

単元未満株式 普通株式 1,020,000 － －

発行済株式総数 　 120,000,000 － －

総株主の議決権 － 113,991 －
(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式258株が含まれております。

　

② 【自己株式等】
平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
グローブライド株式会社

東京都東久留米市前沢
３丁目１４－１６

4,989,000 － 4,989,000 4.15

計 － 4,989,000 － 4,989,000 4.15
　

２ 【役員の状況】
該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19
年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１
日から平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日ま
で）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けておりま
す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,801 4,560

受取手形及び売掛金 8,921 8,463

商品及び製品 14,144 16,040

仕掛品 1,238 1,183

原材料及び貯蔵品 1,532 1,580

その他 1,656 2,118

貸倒引当金 △259 △270

流動資産合計 32,035 33,676

固定資産

有形固定資産

土地 5,462 5,479

その他（純額） 7,186 7,546

有形固定資産合計 12,648 13,025

無形固定資産

のれん 1,716 1,667

その他 876 1,087

無形固定資産合計 2,593 2,755

投資その他の資産

投資有価証券 3,324 3,250

その他 2,377 2,294

貸倒引当金 △60 △59

投資その他の資産合計 5,640 5,484

固定資産合計 20,881 21,265

資産合計 52,917 54,942
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,196 9,144

短期借入金 15,106 13,882

未払法人税等 740 93

売上割戻引当金 86 164

返品調整引当金 220 205

ポイント引当金 249 237

賞与引当金 485 200

役員賞与引当金 16 4

その他 2,922 3,529

流動負債合計 27,025 27,462

固定負債

社債 90 90

長期借入金 9,334 9,866

退職給付引当金 5,421 5,478

役員退職慰労引当金 55 3

その他 1,870 1,753

固定負債合計 16,771 17,191

負債合計 43,797 44,653

純資産の部

株主資本

資本金 4,184 4,184

利益剰余金 6,873 7,285

自己株式 △867 △845

株主資本合計 10,189 10,623

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,285 1,256

繰延ヘッジ損益 5 7

土地再評価差額金 983 983

為替換算調整勘定 △3,344 △2,583

その他の包括利益累計額合計 △1,068 △335

純資産合計 9,120 10,288

負債純資産合計 52,917 54,942
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 15,896 17,094

売上原価 9,273 10,393

売上総利益 6,623 6,700

販売費及び一般管理費 5,103 5,498

営業利益 1,519 1,201

営業外収益

受取利息 1 3

受取配当金 22 28

不動産賃貸料 30 29

為替差益 － 53

その他 100 59

営業外収益合計 155 173

営業外費用

支払利息 116 102

売上割引 173 193

為替差損 28 －

その他 27 16

営業外費用合計 345 313

経常利益 1,329 1,062

特別利益

固定資産売却益 － 2

特別利益合計 － 2

特別損失

固定資産除却損 － 1

減損損失 － 1

その他 0 0

特別損失合計 0 2

税金等調整前四半期純利益 1,329 1,061

法人税、住民税及び事業税 260 540

少数株主損益調整前四半期純利益 1,068 520

四半期純利益 1,068 520
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,068 520

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △48 △29

繰延ヘッジ損益 △15 1

為替換算調整勘定 471 760

その他の包括利益合計 407 733

四半期包括利益 1,476 1,254

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,476 1,254

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】
　

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)
当第１四半期連結累計期間

(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

当第１四半期連結会計期間より、重要性が増したダイワ・スポーツ（広州）Co.,リミテッドを連結の範囲に含めてお
ります。

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)
当第１四半期連結累計期間

(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

  税金費用の計算
当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)
当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１
四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償
却額は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年６月30日)

減価償却費 341百万円
のれんの償却額 48百万円

減価償却費 352百万円
のれんの償却額 48百万円

　

(株主資本等関係)
　

前第１四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日）
　

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 287 2.50平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金
　

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期
間の末日後となるもの

　

該当事項はありません。
　

当第１四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日）
　

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 345 3.00平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
　

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期
間の末日後となるもの

　

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)
　

【セグメント情報】
　

前第１四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日）
　

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：百万円）

　
報告セグメント

合計
日本 米州 欧州

アジア・
オセアニア

売上高 　 　 　 　 　
  外部顧客への売上高 12,866 692 1,715 621 15,896
  セグメント間の内部売上高又は振替高 514 14 1 1,474 2,006

計 13,381 707 1,717 2,096 17,902
セグメント利益 1,706 23 160 91 1,982

　

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の
主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
利    益 金    額

報告セグメント計 1,982
全社費用（注） △462
四半期連結損益計算書の営業利益 1,519
(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

当第１四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日）
　

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：百万円）

　
報告セグメント

合計
日本 米州 欧州

アジア・
オセアニア

売上高 　 　 　 　 　
  外部顧客への売上高 13,567 753 1,962 810 17,094
  セグメント間の内部売上高又は振替高 585 9 0 1,698 2,293

計 14,152 763 1,962 2,508 19,387
セグメント利益又は損失（△） 1,496 32 197 △61 1,664

　

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の
主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
利    益 金    額

報告セグメント計 1,664
全社費用（注） △462
四半期連結損益計算書の営業利益 1,201
(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

(１株当たり情報)
１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 9円29銭 4円53銭
(算定上の基礎) 　 　
四半期純利益金額(百万円) 1,068 520
普通株主に帰属しない金額(百万円) － －
普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 1,068 520
普通株式の期中平均株式数(株) 115,022,522 114,959,271
(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)
該当事項はありません。

　

２ 【その他】
該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月８日

グローブライド株式会社
取締役会　御中

新日本有限責任監査法人
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　岡　　本　　和　　巳　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　中　　川　　政　　人　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているグ
ローブライド株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計
期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平
成25年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、グローブライド株式会社及び連結子会社の平
成25年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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